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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 
１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 

本学院の特徴である国内外の食資源問題の現場に出向くワンダーフォーゲル型学習に基づく博士

論文研究を学生が実施するため，個々の学生との熟議や複数教員による共同指導体制に基づく少数

精鋭教育体制とすることが望ましい。よって，入学定員は 6 名とする。 
6 名の内訳としては，日本人学生（社会人を除く）3～4 名，外国人留学生 1～2 名，社会人学生 1

名である。 
平成 29 年 4 月に開設した国際食資源学院修士課程入学者に対し行ったアンケート結果によると，

博士後期課程への進学を希望する者が 6 名おり，入学辞退者を踏まえると修士課程から引き続き進

学する 4 名程度（含む留学生）の入学が見込まれる。 
外国人留学生については，本学院の専任教員の研究に関心を表明している外国人学生もあり，交

流のある海外大学からの留学生や JICA のプログラムからの留学生が見込まれることから，新たに 1
〜2 名程度の入学を想定している。 

社会人学生については，企業へのアンケート調査の結果や，JICA とのこれまでの意見交換等の実

績から，1 名程度の入学が見込まれる。 
このような理由から，博士後期課程の入学定員として 6 名が適正であると判断した。 
  

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

本学院は設置構想当初，5 年一貫制博士課程とする構想であったため，修士課程設置前（平成 26
年度及び平成 27 年度）に実施したアンケートには，博士後期課程に係る内容も含まれている。博士

後期課程の設置に当たって，当該アンケート結果を踏まえて設置構想を策定していることから，当

該アンケート結果も客観的なデータとして取り扱う。 
 

① 修士課程の入学定員充足状況 

本学院修士課程の平成 29 年 4 月入学者のための入学者選抜試験において，入学定員 15 名に対

し，26 名の応募があった。そのうち 21 名を合格者とし，最終的に入学者は 17 名となった。17
名の内訳は，本学出身学生 13 名，他大学出身学生 1 名，外国人留学生 3 名である。 

平成 30 年 4 月入学者選抜試験においても，入学定員を上回る 23 名の応募があり，一般選抜（1
次試験）及び外国人留学生特別選抜で 15 名を合格者としている。辞退者も考えられることから，

一般選抜において 2 次試験を行うことが決定しており，平成 30 年度も入学定員を充足できること

が想定される。 
②で後述するが，修士課程の学生は，新たに設置する博士後期課程への進学を希望する可能性

が高いため，修士課程の入学定員が充足するよう，引き続き適正な定員の管理に努めていく。 
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国際食資源学院（修士課程）入学実績（入学定員 15 名） 
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H29 17 1 8 0 26 1.73 15 1 5 0 21 13 1 3 0 17 1.13 

H30 14 6 3 0 23 1.53 9 4 2 0 15 - - - - - - 

※H30 年度実績については，1 次試験結果のみ記載しており，2 月に 2 次試験を実施する予定。 

 

② 平成 29年７月実施の学生アンケート調査（資料１－１～２） 

平成 29 年 4 月に国際食資源学院修士課程が開設され，平成 29 年 7 月に修士課程 1 年生に対し

博士後期課程への進学に関する学生意向アンケートを実施した。 
 
国際食資源学院 博士後期課程への 

進学について 

 

 

 

仮に博士後期課程へ進学した場合，あな

たの希望する将来の進路として，どれに

当てはまりますか？  

 

 

仮に博士後期課程へは進学せず，修士課

程までで修了する場合，あなたの希望す

る進路として，どれに当てはまります

か？  

 

※いずれも人数 

 
本学院修士課程 1 年生に在籍する 17 名に対し，博士後期課程に進学を希望している学生は，強

く志望する 1 名，志望する 5 名であった。これに加え，本学の他学院からの入学者，他大学大学

院学生や JICA 支援社会人博士課程プログラム等による外国人留学生，社会人博士課程の入学者も

見込まれている。他大学からの入学者については，修士課程において H29 年度に 1 名，H30 年度

に 6 名（一次試験のみ）の志願があり，博士後期課程においても若干名の志願者のあることが期

待できる。 
また JICA では，新留学生プログラムやイノベーティブ・アジア事業，開発大学院連携プログラ

ムといった複数の留学制度を実施しており，これらのスキームを使った留学生の受入が見込まれ

る。さらに社会人学生については，企業アンケートで 67%の企業が自社からの社会人入学につい

て「可能性がある」と回答していることから，入学が見込まれる。これらのことを踏まえ，6 名の

定員は妥当と考える。 
 
 

1
5

4

5

2
①強く志望する

②志望する

③あまり志望し

ない
④志望しない

⑤まだわからな

い

2
4

83

10

①行政機関における

公務員

②民間企業

③国際機関

④国際協力機関

⑤研究職

6

123
3

3 2

①行政機関における公

務員
②民間企業

③国際機関

④国際協力機関

⑤研究職

⑥その他



 3 / 6 

③ 平成 27年４月実施の学生アンケート調査（資料２－１～２） 

本学院に対する学生の期待や希望，入学の意向を把握するために，平成 27 年 4 月に在校生への

アンケート調査を実施した。回答者は 663 名（農学部 311 名，水産学部 241 名，教育学部・教育

学院 59 名，工学部 49 名，法学部 2 名，経済学部 1 名）であった。 

その結果，下表のとおり本学院の理念や教育システムについて，非常に多くの学生が賛同して

いることが明らかとなり，入学を希望する学生は全体の 20%を超える高い比率を示した。 
本アンケートの結果は 5 年一貫制であることを前提とした内容となっているため，博士後期課

程入学にも強い関心があることが窺える。なお，不備な回答を除外したため，設問ごとの総数は

一致しない。 
 

国際食資源学院の理念 

 

文理融合型の学際的な教育体制 

 

海外研究者の招聘・英語による教育 

 

ワンダーフォーゲル型学習 

 

全体的に国際食資源学院について 

 

国際食資源学院への入学について 

 

※いずれも人数 

 
④ 平成 27年 10月実施の説明会及び学生アンケート実施（資料３－１～３） 

平成 27 年 10 月に，本学札幌キャンパス及び函館キャンパスにおいて，本学院修士課程の説明

会を行った。説明会では，設置の背景，教育システムの特徴，カリキュラムの内容，キャリアパ

ス，志望者に求めるものなどを説明し，終了後参加者にアンケートの回答を求め，37 名（学部 2
～3 年次。理系 29 名，文系 8 名）の回答を得た。 

アンケートでは，教育システムの特徴である，文理融合型教育，ワンダーフォーゲル型学習，

海外研究者の招致と英語による授業等について，関心の度合いや妥当性を尋ねた。また，将来の

進路と就職後のキャリアパスとして本学院における教育が有効かを問い，全体として本学院への

興味の有無と志望の有無を質した。 

国際食資源学院の理念については未回答者を除く全員が賛同し，本学院に対する関心について

も非常に高いものがあることが明らかになった。特に，文理融合型教育・ワンダーフォーゲル型

学習などの本学院の特徴的な教育システムについては，どれも 9 割を越える学生が関心を持って

いた。 

アンケートの中で，「国際食資源学院への入学について」では，回答を得た 33 人中 19 人が「強
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く志望する・志望する」と答えており，平成 29 年度修士課程入学者数は 17 名であったことから，

この説明会の参加者は国際食資源学院に対する関心の高い学生層であり，アンケートの精度は高

いものと考えられる。 

本アンケート結果と②で述べた平成 29年度修士課程入学者のアンケート結果を鑑みるに，本学

院博士後期課程への期待度は高く，入学定員のうち，4 名の志願者が見込める数字といえる。 

 

国際食資源学院の理念 

 

文理融合型の学際的な教育体制 

 

海外研究者の招聘・英語による教育 

 

ワンダーフォーゲル型学習 

 

全体的に国際食資源学院について 

 

国際食資源学院への入学について 

 

 
なお，③同様，本アンケート結果は 5 年一貫制であることを前提とした内容となっているが，「文

理融合型教育」，「ワンダーフォーゲル実習」，「海外研究者の招聘による協力教育体制」，「英語に

よる指導」といった教育上の特色は，いずれも 5 年一貫制博士課程構想から最終的な構想に引き

継がれており，むしろ区分制博士課程としたことで学生のライフプランに応じた柔軟なカリキュ

ラムとなったことから，区分制博士課程としての本学院への入学志望ニーズは，保たれていると

考える。 
 

ウ 学生納付金の設定の考え方 

学生納付金については，「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令」により標準額が定めら

れており，各国立大学法人が一定の範囲内でそれぞれ決定することとなっているが，本学は教育の

機会均等や優秀な学生の確保等に配慮し，国が定める標準額をもって設定している。 
 
（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

本学院がこれまで実施したいずれの取組も，「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（平成30年度

改訂版）」の PR 活動の記載に則って実施しており，今後実施する予定の PR 活動についても，同様に実施

する。 
博士後期課程に入学する可能性が最も高い本学院の修士課程入学者を広く募るため，本学院ホー

ムページに修士課程の学生募集要項を掲載するとともに，本学院のパンフレット（資料４）を作成

し，平成 29 年 6 月に法学・教育・経済の文系 3学部，医学部保健学科，水産学部，工学部，農学部
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の各学部生に対し 5 日間に分けて平成 30 年度学生募集説明会を開催するとともに，食資源研究棟に

おいて説明見学会を行った。その際に，平成 31 年度に博士後期課程を設置する構想があることも説

明した。 

また，海外に在住している発展途上国の外国人に対し，JICA で実施している途上国の優秀な人材

を本邦大学が開設する修士課程又は博士課程に在学させる新留学生プログラムやイノベーティブ・

アジア事業，開発大学院連携プログラム等を活用しての受験を勧め，外国人も受験しやすいプログ

ラム等を積極的に活用し，学生を募集している。 

今後は，本学がインドネシア・ボゴール農業大学やタイ・カセサート大学に置くリエゾン・オフ

ィスを活用し，本学院の修士課程のみならず博士後期課程についても情報提供を進めていくととも

に，これら大学で開催される大学交流デーでの紹介イベントなども活用する予定である。 

また，次の大学等との交流を行う中で，本学院の設置に関する情報も随時提供する予定である。 

・フィリピン大学ロスバニョス校（フィリピン） 

・カントー大学（ベトナム） 

・ペラデニア大学（スリランカ） 

・インドネシア大学（インドネシア） 

・パテイン大学（ミャンマー） 

・オーフス大学（デンマーク） 

・カリフォルニア大学デービス校（アメリカ） 

・ワーゲニンゲン大学（オランダ） 

 

さらに，本学が実施する Hokkaido サマー・インスティテュートやラーニング・サテライトに参

加する学生にも本学院をアピールする予定である。 

 
２．人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

今日，爆発的な人口増加や地球規模で増大する気候変動の影響を受け，食料の生産基盤でもある

水資源や土地資源の安定的な確保が脅かされ，これら生存のための資源の不均衡や食料の分配シス

テムのひずみにより経済格差が拡大し，開発途上国における貧困と飢餓，伝染病の蔓延にも繋がっ

ている。また，先進諸国においても，食品汚染や有毒物質の使用による安全性の危機，流通システ

ムや食料輸送・保存の劇的変化，食生活の乱れに伴う肥満や成人病の急増など，生命と生活に直結

する問題が明らかになってきた。 
一方，国内でも，過疎化に伴う農業の担い手の減少，食料自給率の低迷，貿易や政治問題に連動

した食料生産及び食料安全保障の脆弱性，社会的に深刻さを増す食品安全性など多くの課題が山積

している。 
このように世界的な食料・食品，食にまつわる土地，水，環境，衛生，健康，政策，経済，教育，

生産，流通，安心・安全等に関わる課題すなわち世界が直面する多様かつ重層的な「食資源問題」

を理解し，具体的な解決策を提示・実践できる国際的リーダーが社会から求められている。 
しかし，我が国において食の問題に関わる大学院教育では，研究者養成を主体とした人材育成や
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細分化された個別問題の解決にとどまっており，世界を俯瞰的に見つつ，専門家としてリーダーシ

ップを発揮できる国際的人材の養成は行われていない。 
このため本学院博士後期課程では，地球規模で拡大する様々な食資源問題に対し，課題の解決策

を多面的に提示できる総合力のあるスペシャリストとして，行動力・問題発見力・課題解決力・企

画提案力・牽引力を身に付けた真の国際的リーダーとなる人材を養成する。 
 

（２）（１）が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

① 平成 27年 12月～平成 28年 1月実施の企業等アンケート調査（資料５－１～２） 

平成 27 年 12 月から平成 28 年 1 月にかけて農業系の企業・研究機関・行政等 64 機関に対して，

修士課程修了者及び博士修了者を採用する際に重視する資質についてアンケートを行ったところ，

45 機関から回答を得た。結果は，修士課程修了者・博士後期課程修了者いずれもチームやグルー

プ，現場等での業務遂行，さらには異業種間との協働や企業のグローバル化に対応していくため

の資質として，コミュニケーション能力，行動力，リーダーシップを重視しており，修士課程修

了者には，専門性を強くは求めてはおらず，ジェネラリストとしての資質を重視しており，博士

後期課程修了者においては，スペシャリストとしての専門性を重視している結果となった。 

この社会的要請は，修士課程修了者には，課題解決のための方法論を体得し，行動力，融合力，

組織力，基礎的な問題解決力を併せ持ったジェネラリストの養成，博士後期課程修了者には，行

動力・問題発見力・課題解決力・企画提案力・牽引力・，情報分析力を体得し，課題の解決策を

多面的に提示できる総合力のあるスペシャリストの養成という本学院が目指す養成する人材像に

合致していることから，博士後期課程修了後の進路については十分期待できる。 

 
② 参考：博士後期課程の設置を見据えた就職先の見込み（資料６－１～２） 

平成 26 年 11 月から平成 27 年 3 月にかけて，19 の国内企業及び研究機関に対し本学院につい

てのアンケートを行った。 

公的研究機関では，博士課程の修了者を正職員として受入れる体制は整っており，今回調査し

た農林水産関連の研究所全てにおいて採用人数も多い。本学院のカリキュラム・ポリシーやディ

プロマ・ポリシーと合致する国立研究開発法人 国際農林水産業研究センター（JIRCAS）や JICA
では，博士課程修了者採用に好感触を得た。 
一般企業では，公的研究機関ほど博士課程修了者の採用に積極的ではないが，採用する博士課

程修了者に海外での研究・実習経験を期待するかとの問いに，19 社中 14 社から「期待する」と

の回答があり，本学院の特徴ある教育内容に期待が寄せられている。また，本学院の設立趣旨に

賛同し，双方にとってメリットとなるような関係構築の下で，採用可能と答えた企業が数社あっ

た。本学院が国際ネットワークを拡げることによって，企業もそのネットワークを利用する手段

を探りたい意向である。 
このように，本学院の教育内容は全体的に高く評価されており，最終的に博士後期課程まで修

めた学生についても，就職先は充分に見込まれると判断される。 
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資料１－１

回答者数: 17名 2017/7/9実施

１．国際食資源学院 博士後期課程への進学について

①強く志望する 1名 6%
②志望する 5名 29%
③あまり志望しない 4名 24%
④志望しない 5名 29%
⑤まだわからない 2名 12%

２．仮に博士後期課程へ進学した場合，あなたの希望する将来の進路として，以下のどれが当てはまりますか？

①行政機関における公務員 2名 12%
②民間企業 4名 24%
③国際機関 8名 47%
④国際協力機関 3名 18%
⑤研究職 10名 59%
⑥その他 0名 0%

具体的に希望する進路・就職先があればお書き下さい 記入なし

３．仮に博士後期課程へは進学せず，修士課程までで修了する場合，あなたの希望する進路として，以下のどれが当てはまりますか？

①行政機関における公務員 6名 35%
②民間企業 12名 71%
③国際機関 3名 18%
④国際協力機関 3名 18%
⑤研究職 3名 18%
⑥その他 2名 12% 無職 他大学院（博士進学希望者）

具体的に希望する進路・就職先があればお書き下さい 記入なし

博士後期課程への進学に関する学生意向アンケート

6%

29%

24%

29%

12% ①強く志望する

②志望する

③あまり志望しない

④志望しない

⑤まだわからない
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資料１－２ 

北海道大学 大学院国際食資源学院 博士後期課程 （H31 年 4 月設置予定） 

に関する学生意向アンケート 

 

 

 
 国際食資源学院では，博士後期課程を 2 年後の平成 31年 4 月にスタートできるよう，設置構想

中です。 

 つきましては，本学院に在籍中のみなさんを対象に，博士後期課程への入学意向や，将来の進路

に関するアンケート調査を実施させていただきます。 

 お手数ですが，以下の質問に回答くださいますようお願いいたします。 

 

 
 

１．国際食資源学院 博士後期課程への進学について 

 

 ①強く志望する  ②志望する  ③あまり志望しない  ④志望しない  ⑤まだわからない 
 

 

２．仮に博士後期課程へ進学した場合，あなたの希望する将来の進路として，以下のどれが当てはまりますか？ 

 

 ①行政機関における公務員  ②民間企業  ③国際機関  ④国際協力機関  ⑤研究職 
 ⑥その他（         ） 
 
 具体的に希望する進路・就職先があればお書き下さい

 （                                        ） 
 

 

３．仮に博士後期課程へは進学せず，修士課程までで修了する場合，あなたの希望する進路として，以下のど

れが当てはまりますか？ 

 

 ①行政機関における公務員  ②民間企業  ③国際機関  ④国際協力機関  ⑤研究職 
 ⑥その他（         ） 
 
 具体的に希望する進路・就職先があればお書き下さい

 （                                        ） 
 
 
 
 
 

なお，上記の内容は予定であり，変更する場合があります。 
ご協力，有難うございました。 

 
北海道大学大学院国際食資源学院 総務委員会 
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資料２-１ 
国際食資源学院に関する学生意向アンケート 集計結果（H27.4 実施） 

 
回答数 663 人 
（以下，丸めの誤差の関係で，比率の合計は 100%にならない場合がある） 
 
回答者の基本属性 
性別 男性 女性 無回答 合計 
人数 434 226 3 663 
比率 65.5% 34.1% 0.5% 100% 

 
学年 学部 1 年 学部 2 年 学部 3 年 学部 4 年 修士 1 年 修士 2 年 
人数 3 348 295 13 0 4 
比率 0.5% 52.5% 44.5% 2.0% 0% 0.6% 

 
学部･学院 教育学部 

教育学院 
経済学部 工学部 水産学部 農学部 法学部 

人数 59 1 49 241 311 2 
比率 8.9% 0.2% 7.4% 36.3% 46.9% 0.3% 

 

Q 3. 「食」に影響を与える世界の人口の爆発的増加、気候変動、経済的な不均衡に対して、その

問題解決に携わる国際的なリーダーの育成を目的に設置する国際食資源学院の理念について 

 
 

Q 4. 国際食資源学院は従来の文系と理系の枠を超えた 文理融合型の学際的な教育体制 でカリキ

ュラム等を構成することについて 

Q 5. 国際食資源学院で実施する国内外の研究機関等に長期滞在し学習する、ワンダーフォーゲル

型実地体験学習 について 

Q 6. 国際食資源学院では 海外の研究者を本学院の教員として招致し、英語による国際水準の教

育 を行い、世界的なネットワークの中で人材育成を進めていくことについて 

2% 98%
国際食資源学院の

理念について

100 50 0 50 100
Percentage

あまり賛同しない 賛同する 大いに賛同する
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Q 7. 国際食資源学院は５年一貫の博士課程 であることはあなたにとって 

 

「問題がある」、「非常に問題がある」と回答した理由（抜粋） 
￮ ５年は少し長い。２年なら進学してみたい。 
￮ 教育内容のハードルが高い。 
￮ 途中で進路変更ができない。 
￮ 学費等の問題。 
￮ 修士修了後に就職したい。 

 
 
Q 8. 国際食資源学院の２年生後期に Qualifying Examination (QE)によって適性審査 を実施し、

その後の３年間の進級を決定する制度について 

 

 

20%

22%

23%

80%

78%

77%

文理融合型の学際的

教育体制について

ワンダーフォーゲル型

実地体験学習について

海外研究者招致と英語による

国際水準に教育について

100 50 0 50 100
Percentage

関心がない あまり関心がない 関心がある 大変関心がある

33% 67%
5年一貫の博士課程

について

100 50 0 50 100
Percentage

非常に問題ある 問題ある 問題ない 全く問題ない

5% 83%12%
Qualifying Exam

による適性審査について

100 50 0 50 100
Percentage

その他 妥当でない 妥当である
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Q 9. あなたの希望する進路はどれに当てはまりますか？ 

 

 
 

Q 10. 国際食資源学院は博士修了者のキャリアパスとして、アカデミックな研究者のみならず行

政、企業、国際機関で活躍できる人材の育成を目指しています。国際食資源学院での博士

の学歴が上記で答えた進路に活かせる と思いますか？ 

 

Q 11. 全体的に国際食資源学院について 

 

5% 84%11%

国際食資源学院での

学歴が進路に活かせる

と思いますか

100 50 0 50 100
Percentage

その他 活かせない あまり活かせない 活かせる とても活かせる

34% 66%
国際食資源学院

全般について

100 50 0 50 100
Percentage

興味がない あまり興味がない 興味がある 大変興味がある
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Q 12. 国際食資源学院への入学について 

 

 

Q 13. 国際食資源学院への入学を「志望しない」、「あまり志望しない」理由（抜粋） 
￮ 既にやることが決まっている。 
￮ 英語に自信がない。 
￮ 自分にはハードルが高すぎると感じる。 
￮ ５年は長い。 
￮ 経済面。 
 

 
Q 14. その他の意見（抜粋） 

￮ 費用はどの程度必要となるのか知りたい。 
￮ 私は IRRI で働きたいと考えているのですが、国際食資源学院では水稲について他分野より

重点的に学習していくことは可能なのでしょうか。もちろん、学際的な知識を得ながらのこ

とです。要するに自分のしたいことができるかどうか知りたいです。 
￮ 「資源」という部分に興味があるので、そこの内容をより詳しく知りたい。 
￮ 説明会を何回かやって欲しい。 
￮ 文理の授業の割合はいかほどか。具体的なカリキュラム。 
￮ ワンダーフォーゲル型学習ではどのような機関との提携を考えているのか。 
￮ 入学の応募はいつ頃から始まるのか。 
￮ 入試制度について知りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本アンケートは，５年一貫制博士課程を構想していた際に実施したものであり，最終的な学

院の内容とは異なる部分がある。 

77% 23%
国際食資源学院

への入学について

100 50 0 50 100
Percentage

志望しない あまり志望しない 志望する 強く志望する



北海道大学大学院	
 国際食資源学院に関する学生意向アンケート	
 
学部または大学院名（ ）	
 学年（	
 	
 	
 	
 ）	
 男性☐	
 女性☐	
 

１．	
 あなたが現在学んでいる専門分野、または今後学ぼうとする専門分野は何ですか？	
 

２．	
 平成２９年に開設する国際食資源学院について説明を受けましたか？	
 
①受けた ②受けていない

３．	
 「食」に影響を与える世界の人口の爆発的増加、気候変動、経済的な不均衡に対して、その問題解決に

携わる国際的なリーダーの育成を目的に設置する国際食資源学院の理念について	
 

①大いに賛同する	
 ②賛同する	
 ③あまり賛同しない	
 ④賛同しない

４．	
 国際食資源学院は従来の文系と理系の枠を超えた文理融合型の学際的な教育体制でカリキュラム等を構

成することについて	
 

①大変関心がある ②関心がある ③あまり関心がない ④関心がない

５．	
 国際食資源学院で実施する国内外の研究機関等に長期滞在し学習する、ワンダーフォーゲル型実地体験

学習について	
 

①大変関心がある ②関心がある ③あまり関心がない ④関心がない

６．	
 国際食資源学院では海外の研究者を本学院の教員として招致し、英語による国際水準の教育を行い、世

界的なネットワークの中で人材育成を進めていくことについて	
 

①大変関心がある ②関心がある ③あまり関心がない ④関心がない

７a．	
 国際食資源学院は５年一貫の博士課程であることはあなたにとって	
 

①全く問題ない ②問題ない ③問題ある ④非常に問題ある

７b．	
 設問７aで③と④の「問題ある」と回答した方にとって、どんな点が問題ですか？	
 

８．	
 国際食資源学院の２年生後期に	
 Qualifying	
 Examination	
 (QE)	
 によって適性審査を実施し、その後の３

年間の進級を決定する制度について	
 

①妥当である ②妥当でない ③その他（ ）	
 

９．	
 あなたの希望する進路は以下のどれに当てはまりますか？	
 

①公務員／行政関連 ②企業／産業 ③国際機関／国際協力 ④研究／開発

⑤その他（ ）

１０．国際食資源学院は博士修了者のキャリアパスとして、アカデミックな研究者のみならず行政、企業、国

際機関で活躍できる人材の育成を目指しています。国際食資源学院での博士の学歴が上記で答えた進路

に活かせると思いますか？	
 

①とても活かせる ②活かせる ③あまり活かせない ④活かせない

⑤その他（ ）

１１．全体的に国際食資源学院について	
 

①大変興味がある ②興味がある	
 ③あまり興味がない ④興味がない

１２．国際食資源学院への入学について	
 

①強く志望する ②志望する ③あまり志望しない ④志望しない

１３．国際食資源学院に興味はあるが入学は志望しない方に対して、どのような理由で入学を志望しないのか

教えてください	
 

裏に続きます。

資料2-２

1



１４．その他国際食資源学院について知りたいことなどがあれば記載してください。	
 

アンケートにご協力下さり有難うございました。

北海道大学	
 担当者（ ）

※ 本アンケートは，５年一貫制博士課程を構想していた際に実施したものであり，
最終的な学院の内容とは異なる部分がある。

2
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資料３-１ 

国際食資源学院に関する学生意向アンケート 集計結果（H27.10 実施） 

（回答者 37 人） 

 
１． 「食」に影響を与える世界の人口の爆発的増加、気候変動、経済的な不均衡に対して、その問題解決に

携わる国際的なリーダーの育成を目的に設置する国際食資源学院の理念について 

 ①大いに賛同する  22人 

 ②賛同する  14人 

 ③あまり賛同しない  0人 

 ④賛同しない  0人 

   未回答   1人 

 

２． 国際食資源学院は従来の文系と理系の枠を超えた文理融合型の学際的な教育体制について 

 ①大変関心がある  17人 
 ②関心がある  18人 
 ③あまり関心がない  1人 
 ④関心がない  0人 
   未回答   1人 

 
３． 国際食資源学院では海外の研究者を本学院の教員として招致し、英語による国際水準の教育を行い、世

界的なネットワークの中で人材育成を進めていくことについて 

 ①大変関心がある  19人 
 ②関心がある  14人 
 ③あまり関心がない  2人 
 ④関心がない  0人 

   未回答   2人 

 

４． 各人のメンターと個別に構築する「テーラーメイドカリキュラム（研修先の選択を含む）」について 

 ①大変関心がある  17人 
 ②関心がある  15人 
 ③あまり関心がない  3人 
 ④関心がない  0人 
   未回答   2人 

 

５． 国際食資源学院で実施する国内外の研究機関等に長期滞在し学習する、ワンダーフォーゲル型学習

(Problem based learning)について 

 ①大変関心がある  22人 
 ②関心がある  12人 
 ③あまり関心がない  1人 
 ④関心がない  1人 
   未回答   1人 

 

６． 履修者全員で実施する、事前・事後演習を含むスタートアップ実習（デンマークを予定）について 

 ①大変関心がある  19人 
 ②関心がある  13人 
 ③あまり関心がない  3人 
 ④関心がない  1人 

   未回答   1人 

 

７-a． 国際食資源学院は５年一貫の博士課程であることはあなたにとって 

 ①全く問題ない  3人 
 ②問題ない  11人 
 ③問題ある  21人 
 ④非常に問題ある  1人 
   未回答   1人 
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７-b． 設問７-aで「問題ある」または「非常に問題ある」と回答した方にとって、どのような点が問題ですか 

 ※省略 

 

８． 国際食資源学院は５年一貫の博士課程であるため、2年次修了後に修士号が授与されることはありません

（単位取得退学となる）。このことについて 

 ①気になる  28人 
   ②気にならない  7人 
   未回答   2人 

 

９．あなたの希望する進路は以下のどれに当てはまりますか？（複数回答） 

 ①行政機関における公務員 6人 
 ②民間企業  10人 
 ③国際機関  13人 
 ④国際協力  7人 
 ⑤研究職   13人 
 ⑥その他   1人（未定） 
   未回答   4人 

 

１０．国際食資源学院は博士修了者のキャリアパスとして、アカデミックな研究者のみならず行政、企業、国

際機関で活躍できる人材の育成を目指しています。国際食資源学院での博士の学歴がご自身の希望する

進路に活かせると思いますか？ 

 ①とても活かせる  9 人 
 ②活かせる  20 人 
 ③あまり活かせない  5 人 
 ④活かせない   0 人 
 ⑤その他   1 人（まだわからない） 
   未回答   2人 

 
１１．全体的に国際食資源学院について 

 ①大変興味がある  15 人 
 ②興味がある  22 人 
 ③あまり興味がない  0 人 
 ④興味がない  0 人 
   未回答   0人 

 
１２．国際食資源学院への入学について 

 ①強く志望する  5 人 
 ②志望する  14 人 
 ③あまり志望しない  12 人 
 ④志望しない  2 人 
   未回答   4人 

 
１３．国際食資源学院に「興味はあるが入学は志望しない方」にお聞きします。入学を志望しない理由を教え

てください 

 ※省略 
 
１４. 進学先の候補として国際食資源学院を検討される場合、不安や心配なことはありますか（複数回答） 

 ①講義・実習が全て英語で実施されること  12 人 

 ②専門外の授業を履修すること   8 人 

 ③授業料の負担    19 人 

 ④5年一貫であること   23 人 

 ⑤実習や海外長期滞在の費用   25 人 

 ⑥実習先での安全確保   5 人 

 ⑦修了後のキャリアパス   14 人 

 ⑧その他     3 人 

   未回答     0人 
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あなた自身についてお聞きします。 

 

１．あなたが現在学んでいる専門分野、または今後学ぼうとする専門分野は何ですか？ 
 ※省略 
 
 
２． 今回、国際食資源学院の説明会に参加しようと思ったのはなぜですか。（複数回答） 

 ①国際食資源学院に興味があるから        18人 

 ②(国際食資源学院に限らず)大学院進学に興味があるから  12人 

 ③進路に迷っているから     7人 

 ④その他       0人 

 未回答       3人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 本アンケートは，５年一貫制博士課程を構想していた際に実施したものであり，最終的な学院の内容

とは異なる部分がある。 



資料３－２

国際食資源学院に関する学生意向アンケート　集計グラフ（H27.10実施）

※ 本アンケートは，５年一貫制博士課程を構想していた際に実施したもので
あり，最終的な学院の内容とは異なる部分がある。
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大変関心がある

関心がある

あまり関心がない

関心がない

未回答
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大変関心がある

関心がある

あまり関心がない
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大変関心がある

関心がある

あまり関心がない

関心がない
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大変関心がある

関心がある

あまり関心がない

関心がない

未回答
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問7

全く問題ない

問題ない

問題ある

非常に問題ある

未回答

9
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問10

とても活かせる

活かせる

あまり活かせない

活かせない

未回答
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22

問11

大変興味がある

興味がある

あまり興味がない

興味がない

未回答

5
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問12

強く志望する

志望する

あまり志望しない

志望しない

未回答

0 5 10 15 20 25 30

①英語

②講義

③授業料

④5年一貫制

⑤実習費用

⑥安全確保

⑦キャリアパス

⑧その他

人数

問14 （複数回答:各項目は省略形で記載）
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問8
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問１

大いに賛同する

賛同する

あまり賛同しない
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民間企業

国際機関

国際協力

研究職

その他

人数

問9 （複数回答）
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国際食資源学院に関する学生意向アンケート 様式（H27.10 実施） 資料３-３ 

 

北海道大学大学院国際食資源学院（H29 年 4 月設置予定）に関する学生意向アンケート 

 
本日は、国際食資源学院に関する説明会に参加頂きありがとうございます。2年後の設置に向けて、

本学に在籍中のみなさんを対象に、入学意向の調査を実施しております。担当者の説明をお聞きにな

った上で、以下の質問にご回答頂きますようお願い致します。 

 
 

１． 「食」に影響を与える世界の人口の爆発的増加、気候変動、経済的な不均衡に対して、その問題解決に

携わる国際的なリーダーの育成を目的に設置する国際食資源学院の理念について 

 ①大いに賛同する ②賛同する ③あまり賛同しない ④賛同しない 

 

２． 国際食資源学院は従来の文系と理系の枠を超えた文理融合型の学際的な教育体制について 

 ①大変関心がある  ②関心がある  ③あまり関心がない  ④関心がない 
 
３． 国際食資源学院では海外の研究者を本学院の教員として招致し、英語による国際水準の教育を行い、世

界的なネットワークの中で人材育成を進めていくことについて 

 ①大変関心がある  ②関心がある  ③あまり関心がない  ④関心がない 

 

４． 各人のメンターと個別に構築する「テーラーメイドカリキュラム（研修先の選択を含む）」について 

 ①大変関心がある  ②関心がある  ③あまり関心がない  ④関心がない 
 

５． 国際食資源学院で実施する国内外の研究機関等に長期滞在し学習する、ワンダーフォーゲル型学習

(Problem based learning)について 

 ①大変関心がある  ②関心がある  ③あまり関心がない  ④関心がない 
 

 

 

６． 履修者全員で実施する、事前・事後演習を含むスタートアップ実習（デンマークを予定）について 

 ①大変関心がある  ②関心がある  ③あまり関心がない  ④関心がない 

 

７-a． 国際食資源学院は５年一貫の博士課程であることはあなたにとって 

 ①全く問題ない  ②問題ない  ③問題ある  ④非常に問題ある 
 
７-b． 設問７-aで「問題ある」または「非常に問題ある」と回答した方にとって、どのような点が問題ですか

(ご自由にお書き下さい) 

 

 

 

８． 国際食資源学院は５年一貫の博士課程であるため、2年次修了後に修士号が授与されることはありません

このことについて 

 ①気になる  ②気にならない  

 

９．あなたの希望する進路は以下のどれに当てはまりますか？ 

 ①行政機関における公務員  ②民間企業  ③国際機関  ④国際協力  ⑤研究職 
 ⑥その他または具体的にあれば（                      ） 
 

１０．国際食資源学院は博士修了者のキャリアパスとして、アカデミックな研究者のみならず行政、企業、国

際機関で活躍できる人材の育成を目指しています。国際食資源学院での博士の学歴がご自身の希望する

進路に活かせると思いますか？ 

 ①とても活かせる  ②活かせる  ③あまり活かせない  ④活かせない  
 ⑤その他（                      ） 

裏に続きます。 
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１１．全体的に国際食資源学院について 

 ①大変興味がある  ②興味がある ③あまり興味がない  ④興味がない 
 
１２．国際食資源学院への入学について 

 ①強く志望する  ②志望する  ③あまり志望しない  ④志望しない 
 
 
１３．国際食資源学院に「興味はあるが入学は志望しない方」にお聞きします。入学を志望しない理由を教え

てください 

 

 
１４. 進学先の候補として国際食資源学院を検討される場合、不安や心配なことはありますか 

(該当するすべてに○) 

 ①講義・実習が全て英語で実施されること  ②専門外の授業を履修すること  ③授業料の負担   

④5年一貫であること  ⑤実習や海外長期滞在の費用  ⑥実習先での安全確保   

⑦修了後のキャリアパス 

 ⑧その他（                         ） 

 

 

 

 
最後に、あなたご自身についてお聞きします。 

１．あなたが現在学んでいる専門分野、または今後学ぼうとする専門分野は何ですか？ 
 
 
 
２． 今回、国際食資源学院の説明会に参加しようと思ったのはなぜですか。 

   ①国際食資源学院に興味があるから      

②(国際食資源学院に限らず)大学院進学に興味があるから 

   ③進路に迷っているから 

   ④その他（                          ） 

 
 
３.  今後、国際食資源学院に関する説明会，セミナー，進学相談会などを開催する予定です。案内や国際食資

源学院に関する情報をご入用の方は 、お名前と連絡先などをご記入下さい。また、知りたい内容などがあ

りましたら、ご記入下さい 

 お名前 

 所属       学部         学科    学年 

 電話番号 

 メールアドレス 

 国際食資源学院について知りたい内容 
 
 

ご協力、有難うございました。 
 

北海道大学 担当者（        ） 
 
 
 
 
※ 本アンケートは，５年一貫制博士課程を構想していた際に実施したものであり，最終的な学院の内容とは

異なる部分がある。 



21世紀、食水土資源の世界的危機に立ち向かい、
地球的問題群の解決に寄与できる国際的パイオニアリーダーを

育成するための文理融合型大学院

－ 平成30年度 学生募集説明会 ー

Welcome to 
Graduate School of Global Food Resources

大学院国際食資源学院
君とともに世界の未来を拓こう

資料４



1いま、何が問題か！

食・水・土資源の世界的危機
21世紀は、人口爆発に伴い食資源 、水資源、土地（農地）が不足し、偏在する。
遺伝資源や食品にも汚染が懸念され、経済格差、貧困など人類の生存が世界的危機を迎える。

インド

5%

インドネシ
ア

食料危機

安全在庫水準17-18％（FAO,1974）

耕地面積の限界と1人当たり耕地面積の減少
資料︓1）Statistical Databases (国連食料農業機関)
資料︓2）World Population Prospects: The 2000 
資料︓2）Revision, 2001年（国連経済社会局人口部）

耕地面積は頭打ち

1人当たり耕地面積
は減少一方
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資料︓http://www.maff.go.jp/j/nousin/keityo/mizu
資料︓_sigen/pdf/panf02

2014年現在〈65億〉

出典：国連Revision of the World Population Estimatesand Projections 1988)

2050年〈90億〉
人口爆発 食料の危機(生産/貯蔵/流通) 水資源の危機

生産基盤(農地)の危機 土地の危機(沙漠化) 遺伝資源・食品の危機



2問題解決に必要な大学院

国際的パイオニアリーダーの必要性
これら21世紀の食水土資源の危機を解決するには、広く世界を見渡しながら、地域の問題に取り組むような
パイオニア精神をもったリーダーが必要であり、そのために「グローカル（グローバル・ローカル）人材」の育成が
待望されている。

乾燥・塩害・
沙漠化

廃棄食品

健康と衛生 食品汚染

貧困・経済格差

食の教育

飽食

飢餓

水質汚濁

環境汚染

農地の荒廃

水資源の枯渇

世界に広がる
食水土資源の危機

しかし、食料・水・土地に関わる科学
技術は、農・工・水産・保健衛生・

経済・地理・教育など
様々な専門分野に分散

そこで、食・水・土にかかわる一貫した
技術体系の確立と、その成果に基づく

人材育成の場を創造しなければならない︕

今こそ求められる
国際食資源学院

21世紀の地球的問題群（食水土資
源の危機）を世界的視野から解決する
総合技術が必要︕



農林水産省、環境省、全農、国際協力機構(JICA)など
国際企業〈日本水産、味の素、キューピー、雪印、三菱商事、
大成建設、サントリー、ヤンマーなど〉

3養成する人材像

世界的規模での問題解決に卓越した
ジェネラリスト的素養を具備する人材

多面的多次元的に問題解決策を提案できる
総合力のあるスペシャリスト的素養を具備する人材

主な進路

主な進路
研究機関〈農林水産省、農業・食品産業技術総合研究機構、
協和発酵研究所、サントリー研究所、ヤンマー研究所など〉
国際機関〈国連、FAO、UNESCO〉、国際稲研究所（IRRI）、
国際協力機構(JICA）など〉

修士課程

博士後期課程 ※平成31年4月設置予定

地球規模で拡大する食水土資源問題の解決のために、専門家として、またチームを率いるリーダーシップを
発揮できるような国際人マインドを持った人材を養成する。

修
士
課
程

修士号の授与

博士号の授与

【ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ型学習】
 ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ実習
 事前・事後演習

行 動 力
【文理融合ｶﾘｷｭﾗﾑ】
 総論科目
 テーマ科目

融 合 力
【学外実務者の指導】
 食資源特別講義
 食資源特別演習

組 織 力

【Problem Based 
Learning】

卓越した
問題解決力

【Active Learning】
 食資源学演習
 食資源学研究

基礎的な
問題解決力

博
士
後
期
課
程

※博士後期課程については設置構想準備中です。
 記載内容は予定であり、変更する場合があります。



4特徴的なカリキュラム編成（修士・博士共通）

世界レベル外国人教員招致
食料、水、土地資源に関わる基礎科学分野と流通・政策・貿易・食文化などの各分野の海外専門家を招致
最先端研究や国際共同研究への参画体験（Problem Based Learning(PBL)等のプログラム）

文理融合教育
異なる専門分野の教員による研究指導と、現代の世界情勢・経済、歴史、民俗や思想の理解などマルチエデュケーション
農・工・保健等の「理系」と、教育・経済等の「文系」が参画する文理融合教育

ワンダーフォーゲル型学習（フィールドワーク科目）
現場を重視し、国内外各地での中・長期滞在学習を通して実学精神を養成

英語による教育
講義・実習・演習のすべてを英語で教育

技術体系一貫教育
環境保全から食料生産まで一貫した教育により世界で通用する国際交渉力をもったパイオニア人材の育成

社会人-学生混合教育
社会人の学び直しを受け入れ、多様な学生が切磋琢磨する開かれた大学院専門教育

文理融合の幅広い視点から問題をとらえ解決したい
国内外の現場での実践的な体験型教育を受けたい

パイオニア精神を持って国際社会でも活躍したい
コミュニケーション力、チーム力、行動力を身につけたい
研究だけでなく様々な実務分野にキャリアパスしたい

問題の探索、発見、解決、提言、評価を自力でしたい

入学を期待される学生

こんなことを考えている人にぜひ来てほしい

これまでにない独特のカリキュラム



5多彩な教員団による文理融合教育と
循環型国際社会の実現

• 食資源生産論
• 生物生産技術特論
• 農業の多様性

① 生産基盤の創成

• GMO、食、農業
• 動物生殖工学

② 遺伝資源保存

• 持続的生産特論演習
• バイオエネルギー

③ 生産

• ポストハーベスト技術特論
• ワイン生産学

⑤ 加工・貯蔵

• 経済政策論
• 近代農村政治史

⑦政策

• 分析経済学特論
• 応用計量経済学

⑧流通

• 環境資源特論
• 水･エネルギー･食料連環

⑨ 資源循環

• 食資源環境論
• 環境管理特論演習
• 水土管理特論

④ 環境管理

• 食資源ガバナンス論
• 国際食資源経済学特論

⑥ 配分管理

• 食と健康特論演習
• 食文化論

⑩安全･安心、6次産業

農学研究院 高橋 昌志
北方生物圏フィールド科学センター

 山田 敏彦

農学研究院 曾根 輝雄

保健科学研究院 武田 晴治

農学研究院 高須賀太一

農学研究院 船水 尚行

農学研究院 井上 京

地球環境科学研究院 川口 俊一

農学研究院 加藤 知道
農学研究院 内田 義崇

水産科学研究院 松石 隆

メディア･コミュニケーション研究院
鍋島 孝子

経済学研究院 久保田 肇

農学研究院 齋藤 陽子
農学研究院 小林 国之

カリフォルニア大学デービス校
Shota Atsumi

マサチューセッツ大学
アマースト校
Amanda Bayer

ウィスコンシン大学マディソン校  
Brian Grant Fox

アイオワ州立大学
Lance H. Baumgard

シドニー大学 Luciano Adrián González
Michael Alan Kertesz
Brian Joseph Jones

西オーストラリア大学 David Pannell

パリ第7大学  
Nicolas Delbart

工学研究院 Guizani Mokhtar

フランス農学開発国際
協力研究センター

オレゴン州立大学
Susan Capalbo

ストックホルム経済大学 Rickard Sandberg

カセサート大学
Methee Kaewnern

カリフォルニア大学デービス校 Robert Hackman

農学研究院 川村 周三

農学研究院 柏木淳一

農学研究院 中谷 朋昭

教育学研究院 大塚吉則
農学研究院 高牟禮逸郎

パリ第4大学  
Jean-Robert Pitte

(元)在スリランカ日本特命全権大使 粗 信仁

農学研究院 石井一暢

カリフォルニア大学デービス校
Roger Brett Boulton

循環型国際
社会の実現

外国人教員団

日本人教員団

Philippe Karpe



6ワンダーフォーゲル型実習

科目の名称 主な年
次 単位数 目的・内容 主な訪問先

ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ実習Ⅰ １ 必修 １ 先進国における食資源問題の解決や改善に向けた取り組みを
主体的に学習する。 デンマーク

ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ実習Ⅱ １ 必修 １ 途上国における食資源問題の解決や改善に向けた取り組みを
主体的に学習する。 ミャンマー

ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ実習Ⅲ ２ 選択
必修 １ 世界各地における様々な食資源問題の解決や改善に向けた

取り組みを主体的に学習する。
複数
（海外各地）

ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ実習Ⅳ ２ 選択
必修 １ 日本国内の農業団体・自治体等において、課題を認識し、

解決や改善に向けた取り組みを主体的に学習する。
複数
（国内各地）

ﾜﾝﾀﾞｰﾌｫｰｹﾞﾙ実習Ⅴ ２ 選択
必修 ［１］ 専門性を深化させ、海外・国内の行政・研究機関・企業等の

学外現場において修士論文研究・特定課題研究の研究を行う。
複数
（海外国内各地)

趣旨

体験の共有

評価

安全管理

 食資源に関わる現実課題と向き合い、国内外の現場を体験
 世界の食資源問題を認識

 自己の課題として取り組むための契機
 主体的・積極的に自身の関心とも関連づけて学習を発展

 「実習」と「事前・事後演習」それぞれについて、以下の統一的な基準に基づき、複数教員による合議で評価

 事後の学習を重視し、教育学習効果を高めるため、実習関連科目として「事後演習」を配置
 学生同士がそれぞれのワンダーフォーゲル経験についてディスカッションすることで、「体験の共有」と「チーム意識の向上」を狙う

 現地の情勢に詳しい受入機関教職員と密接な連絡
 政情不安・伝染病等の情報把握・早期帰国勧奨等

 定期的な連絡の義務付け

1. 多様で複雑な食資源の課題を理解し認識したか
2. 実習で学んだ事柄と、自らの関心や研究を関連づけているか

3. それらのことを適切に表現し伝えることかできているか 

費用負担
 入学金・授業料は、大学の規定に従い個人負担（これまでと同様）
 ワンダーフォーゲル実習Ⅰ・Ⅱは、学院負担の予定、ワンダーフォーゲル実習Ⅲ・Ⅳ･Ⅴは一部学院負担の予定

※単位数の数字に［］を付している授業科目は、複数の講義題目により行われ、それぞれ一の授業科目として履修することができる。
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デンマーク
（１週間程度を予定）

スウェーデン

スキャーン

先進国型の食資源問題
 先進国が直面する食資源問題は、環境と調和した持続可能な農業
生産の実現である。

 そのためには、農業者、政府・地方自治体、研究者が三位一体と
なって問題解決に向けて取り組むことが求められる。
研究者︓問題の同定と技術的な解決策の提示
政府・地方自治体︓試験研究への支援および政策を通じた

 技術普及のバックアップ
農業者︓環境と調和した農業経営の実施

実習の目的
水環境と酪農・畜産業との調和に着目して、酪農王国デンマークの事例
から、持続可能な農業生産がどのように達成されてきたのか、農業者・地
方自治体・研究者の取り組みについて当事者から直接学び、先進国型
の食資源問題解決に向けた方策を提案できる力を涵養することを目的と
する。
実習の特徴
 酪農王国・デンマーク西部のリンケビン・スキャーン市に滞在
 農業者、地方自治体担当者による講義および関連施設の視察
 オーフス大学フォールンキャンパスにおける講義聴講
 同大学サマーユニバーシティとの共同開講のため、世界中からの
   留学生とともに学習

フォールン

オーフス

ドイツ

ワンダーフォーゲル実習Ⅰ（必修科目）
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Pathein
YangonChaungtha

ミャンマー
（２週間程度を予定）

ワンダーフォーゲル実習Ⅱ（必修科目）

プログラム例



9ワンダーフォーゲル実習Ⅴ（選択必修科目）（アジアの事例）

「知と技」ネットワークアジア（先端研究コンソーシアム）
学生の主体的な学びを促し、また研究成果の社会実装をめざして、 ミャンマー連邦共和国を核とするインドシナ半島を
中心に教育研究コンソーシアムを構築し、躍進するアジア農業を牽引する中枢的リーダーを生み出して、世界農業を牽引
する人材ネットワークを形成する。

大学院生
（留学生・日本人学生）

留学希望学生
現地技術者または行政
担当者(社会人Dr.)

指導教員

北海道大学プラットフォーム

熱帯アジア農業地域の
対象地域選択

↓
技術課題抽出

↓
課題解決のチーム形成

↓
課題解決方法の選択

チーム共同研究・フィールド教育

サテライト
からの参加者

1回以上／年 大学での研修

熱帯アジア新興農業地域における
生産基盤開拓新技術の社会実装

アジア諸国行政官
（各国の行政指導者）

国際的技術者
（国際企業幹部）

アジア諸国大学教員
（学長学部長クラス）

国際機関職員
（国連機関等職員）

先端的研究論文

プラットホームにおける
進捗モニター

（講義＋チーム討論）

修士
コースワーク

博士
コースワーク

先端的
農地開拓技術

所定単位の取得
（現地での講義セミナー）

生み出される研究成果

テレビシステム

中枢的人材
ネットワーク
の形成

日本
（北海道大学）

研究成果の
社会実装 人材育成

社会人博士号

博士論文

博士号 修士号

博士論文 修士論文



10履修モデル

M2M1

テーマ科目 【6単位】
 環境資源特論
 水土管理特論
 環境解析とﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ特論演習
 国際食資源経済学特論
 比較農村社会学特論演習
 食資源統計学特論演習

選択科目【2単位】
 国際理解
 食資源特別講義

演習・研究科目【2単位】
 食資源学演習Ⅰ

演習・研究科目【6単位】
 食資源学演習Ⅱ
 食資源学研究Ⅰ

総論科目 【9単位】
 食資源学総論
 食資源生産論
 食資源環境論
 食資源ガバナンス論
 食資源倫理論

ワンダーフォーゲル実習Ⅱ
ﾐｬﾝﾏｰ・ﾊﾟﾃｲﾝ大 ２週間
発展途上国での食料生産・土地
管理・水資源管理と人間開発

ワンダーフォーゲル実習Ⅰ
ﾃﾞﾝﾏｰｸ・ｵｰﾌｽ大 １週間
先進国型農業における酪農・畜産
と物質循環・環境管理の取組み

修士論文
「地域開発における水資
源管理の意義と役割、
課題に関する研究」

食資源の現場を出
来るだけ幅広く知る
ため、広範なテーマで
科目を選択する。

フィールドワーク
【4単位】

 ワンダーフォーゲル実習Ⅰ・Ⅱ
 事前・事後演習Ⅰ・Ⅱ

修了要件(以下を含み33単位)
• 必修 21単位
• 選択必修 8単位

必修
選択必修
選択

博士後期課程へ進学

ワンダーフォーゲル実習Ⅴ
国際農林水産業研究ｾﾝﾀｰ
JIRCAS 1ヶ月
アジアにおける河川デルタ地帯の地域
開発を促進するための水管理問題

フィールドワーク 【2単位】
 ワンダーフォーゲル実習Ⅲ
 事前・事後演習Ⅲ

フィールドワーク 【1単位】
 ワンダーフォーゲル実習Ⅴ

自分の課題に取り
組む契機とする。

選択科目【1単位】
 食資源特別演習

国際社会で必要と
なるコミュニケーション
スキルを向上させる。

食資源にまつわる幅
広い課題を認識する。

ワンダーフォーゲル実習Ⅲ
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ・ｱﾃﾞﾚｰﾄﾞ大学 １週間
先進国型農業における水利用
管理のあり方と気候変動に対する
対応策



11卒業要件

設置年度︓ H29.4.1 H31.4.1（予定）
入学定員︓ 15 人 ６ 人

授与する学位︓ 修士（食資源学） 博士（食資源学）

修了要件︓

 ２年以上の在学
 必修科目 21単位以上、選択必修科目 8単位以上
（テーマ科目︓6単位、フィールドワーク科目2単位）を含め
33単位以上の修得
 修士論文又は特定課題の研究成果の審査及び試験に合格

 ３年以上の在学
 必修科目を含め15単位以上の修得
 博士論文の審査及び試験に合格

修士課程 博士後期課程

修士論文による修了 特定課題研究による修了
特徴

 食資源学に関わる特定の課題に関して、調査、実験、試
験研究を行い、その結果と成果を修士論文としてまとめる。

 特徴
 食資源学に関わる特定の課題に関して、
ワンダーフォーゲル実習や演習を踏まえてフィールドワークやケースス
タディーを行い、課題の分析と評価、解決法の探求、解決法の立
案と社会への提言に取り組み、その成果を研究報告としてまとめ
る。

メリット
 研究のスペシャリストを目指す基礎を固めることができる。
 食資源学に関する幅広い知識と経験を持つと同時に、専
門的な学術研究を行うための基礎力を身につけることがで
きる。

 国際学会での発表など、プレゼンテーションのスキルをブラッ
シュアップできる。

メリット
 実務のスペシャリストを目指す基礎を固めることができる。
 食資源学に関する課題の解決のために必要な能力を磨き、実
社会で求められるジェネラリストになるための基礎力を身につける
ことができる。

 ワンダーフォーゲル実習に時間を注ぎ込み、その取組みを深める
ことができる。

※博士後期課程については設置構想準備中です。
記載内容は予定であり、変更する場合があります。



12入試情報

３．入試日程
前期日程

6月初旬 募集要項公表

7月18日～
7月24日

願書提出締切

8月28日 1日目︓小論文試験

8月29日 2日目︓口頭試問

9月7日 合格発表

後期試験

1１月初旬 募集要項公表

12月18日～
12月22日

願書提出締切

2月3日 小論文試験・口頭試問

2月16日 合格発表

平成30年度 国際食資源学院 修士課程 入学試験（一般選抜）

１．募集人数︓15名

２．試験科目
・ 小論文試験…事前に募集要項で提示するテーマに関する課題を出題する。（日本語又は英語）
・ 口頭試問…学修・研究計画、修了後の進路に関するプレゼンテーションと試問を課す。（英語）
※英語能力の審査のため、願書提出時に「TOEFL又はTOEICの公式認定証」の提出が必要。
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入試情報

H29年度の前期入試試験問題



14入試情報

３．試験方法（予定）
予備審査後、スカイプ等を用いた面談とメールインタビュー

※渡日せずに受験が可能

平成30年度 国際食資源学院 修士課程 入学試験（外国人特別選抜）

１．対象者︓日本国以外の国籍を持つ者

４．入試日程
参考︓平成２９年度 外国人特別選抜

9月初旬 募集要項公表

9月23日～9月30日 予備審査書類提出締切

10月初旬 予備審査結果発表

10月11日～10月18日 出願（検定料の納入）

10月20日~11月27日 試験

12月9日 合格発表

２．募集人数︓若干名

※決定次第、ホームページにて公表



資料５-１国際食資源学院設置に関する企業アンケート　集計結果（H27.12実施）
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国際食資源学院に関する企業アンケート 様式（H27.12 実施）    資料５-２ 

 

平成 27 年 12 月 24 日 

 

北海道大学大学院「国際食資源学院」修了生に関するアンケート 

 

本学では，新しい大学院「国際食資源学院」の 2017 年 4 月設置を目指し準備を進めております。 

新大学院の詳細は添付の PDF ファイルをご覧いただきたく存じますが，新学院の特徴と養成する人材

像を下記のように考えております。さらに新大学院の設置準備を進めるにあたり，大学院修了者に対す

る社会的ニーズを把握 するため，アンケートを実施することといたしました。 

つきましては，年末・年始のご多忙の折誠に恐縮ではございますが，本学院の修了者に期待する人材

像につきまして，以下のアンケートにご協力を賜りたく存じます。 

メールへの直接記入，もしくはファイル添付で平成 28 年 1 月 7 日（木）までにご回答をいただける

とありがたく存じます。個人の見解として回答いただいて結構です。 

何とぞ宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

「国際食資源学院」の特徴 

 地球規模で拡大する食資源問題の解決のため，世界を俯瞰的に見る国際的リーダーを育成 

 国内外各地で 短期・長期滞在学習 を行う「ワンダーフォーゲル型学習」の実施 

 ワンダーフォーゲル型実習をコアとした 文理融合型の学際的教育 
※「ワンダーフォーゲル」：ドイツで〈渡り鳥〉の意。ドイツ中世の学生たちが優れた先生を求めて，あちこちの大学

を渡り歩いたので，この学生たちを〈渡り鳥〉と呼んだのが語源。 

 
 

「国際食資源学院」で養成する人材像 

 修士課程では，行動力・融合力・組織力を身につけたジェネラリストを養成 

 博士後期課程では，ジェネラリストとしての資質を持ち，さらに問題解決の技術力を備えた

スペシャリストを養成 

 

１．修士課程 修了者を採用する場合，以下の各資質について重視する度合いに○を付して下さい。 

     さほど重視しない ←     → 重視する 

スペシャリストとしての専門性    １  ２  ３  ４  ５ 

ジェネラリストとしての総合力    １  ２  ３  ４  ５ 

コミュニケーション能力    １  ２  ３  ４  ５ 

リーダーシップ     １  ２  ３  ４  ５ 

情報分析力      １  ２  ３  ４  ５ 

行動力      １  ２  ３  ４  ５ 

 

２．修士課程 におけるカリキュラムとして，より望ましいものに○を付してください。 

担 当： 北海道大学大学院農学研究院 
 副研究科長  井上 京  庶務担当係長 菊池洋美 
メール： shomu@agr.hokudai.ac.jp  電 話：011-706-2420 
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ア スペシャリスト育成よりも「ジェネラリスト育成を重視」したカリキュラム 

イ ジェネラリスト育成よりも「スペシャリスト育成を重視」したカリキュラム 

３．博士後期課程 修了者を採用する場合，以下の各資質について重視する度合いに○を付して下さい。 

     さほど重視しない ←     → 重視する 

スペシャリストとしての専門性    １  ２  ３  ４  ５ 

ジェネラリストとしての総合力    １  ２  ３  ４  ５ 

コミュニケーション能力    １  ２  ３  ４  ５ 

リーダーシップ     １  ２  ３  ４  ５ 

情報分析力      １  ２  ３  ４  ５ 

行動力      １  ２  ３  ４  ５ 

 

４．博士後期課程 におけるカリキュラムとして，より望ましいものに○を付してください。 

ア スペシャリスト育成よりも「ジェネラリスト育成を重視」したカリキュラム 

イ ジェネラリスト育成よりも「スペシャリスト育成を重視」したカリキュラム 

 

５．貴社等の社員が本学院に社会人入学する可能性について，最も近いものに○を付してください。 

修士課程    ： ① 可能性は充分ある  ② 可能性はある  ③ 可能性は低い 

博士後期課程  ： ① 可能性は充分ある  ② 可能性はある  ③ 可能性は低い 

 

６．本学院の修了者に特に期待する資質，望まれる人材像がございましたら，自由にご記入ください。 

修士課程 

 

 

 

博士後期課程 

 

 

 

７．ご回答いただいた方のご所属をご記入下さい。 

 

 

なお，ご回答いただきました内容は，上記目的のみで利用させていただきます。ご協力ありがとうございました。 



資料６－１

1 重視する専門分野

専門性よりも一般性
を重視したｶﾘｷｭﾗﾑ

一般性よりも専門性
を重視したｶﾘｷｭﾗﾑ

両方を重視 その他

0 3 15 1

0名 1～5名 6～10名 11名～

6 9 1 3

0名 1～5名 6～10名 11名～ 未定

7 3 1 0 8

期待する 期待しない 無回答

14 3 2

語学能力 異文化への適応能力 人材形成能力 その他

3位 1位 2位 4位

博士課程修了者に望む人材像 多いに期待する まあまあ期待する 期待する 余り期待しない 全く期待しない その他

：専門性 11 2 1 1 2 2

：一般性 4 5 4 1 1 4

：国際性 6 3 4 1 2 3

：協調性 4 4 6 2 0 3

社会人入学制度による博士の学
位の取得可否・希望者の有無

可能／あり 不可能／なし 無回答

：取得可否 16 2 1

：希望者有無 9 2 8

研究型 行政型 産業型 国際協力型 その他

4位 3位 2位 1位

可能 不可能 検討する 無回答

10 4 3 2

11
博士課程を修了した学生の選考
方法

（略）

6

7

博士課程修了者に望む，国際性
を示す能力の優先順位

新学院においてどのような人材育
成が期待できるか（期待できる順
番）

教育研究の一貫としての学生受け
入れ可否

※ 本アンケートは，５年一貫制博士課程を構想していた際に実施したものであり，最終的な学院の内容とは異なる部分がある。

乳製品／作物育種／界面科学、高分子化学、機械工学、再生医療／食品科学／農業生物遺伝資源　遺伝子組み換え、ｸﾞﾉﾐｯｸｽ／寒地
における農業食品産業を支える先導的農業技術の開発／農業・農村開発／多岐に渡るが，食資源は重点分野の一つ／植物育種学、ｹﾞﾉ
ﾑ遺伝学、分子生物学／食品製造、販売、物流、輸出入等／作物生産、農業経済／健康，美容／ﾏﾗﾘｱ（保健分野）／野菜・花卉の品種
改良（育種），種苗の生産性・主旨品質の向上／育種，遺伝，栽培，種子生産等／農業，水産，林業，工業，食品産業，環境，地質，建築
分野／農業，農業機械／市場開拓，マーケティング，複合ソリューション系／農業の機械化・自動化

国際食資源学院設置に関する企業アンケート　集計結果（H26年度末実施）

8

9

10

2

3

4

5

大学院の人材育成に望むこと

過去5年間に採用した博士課程修
了者数

今後5年間の博士課程修了者の
採用予定

採用する博士課程修了者に海外
での研究・実習経験を期待するか



国際食資源学院に関する企業アンケート 様式（H26年度末実施）   資料６-２ 

 

北海道大学大学院 国際食資源学院（仮称）の設置に関するアンケート 
会社又は機関名（       ）部署（    ）役職（   ）ご芳名（         ） 

 
１ 貴社（貴機関）が重視する専門分野は何ですか？ 

 
  
２ 貴社（貴機関）が大学院の人材育成に望むことは、次のどれに当てはまりますか？ 
 ア：専門性よりも一般性＊を重視したカリキュラム 
 イ：一般性よりも専門性を重視したカリキュラム 
 ウ：両方を重視する 
 エ：その他 （                        ） 
＊一般性：広く異分野の知識を持ちそれを使って問題解決する能力。 
 
 
３ 過去 5年間に採用した博士課程修了者は何名ですか？ 

             名 
 
４ 今後 5 年間で博士課程修了者を採用する予定はありますか？  

             名 
 
５ 貴社（貴機関）が採用する博士課程修了者に海外での研究・実習経験を期待しますか？ 
  
 
６ 貴社（貴機関）が博士課程修了者に望む国際性を示す以下の能力の優先順位は？ 
 ア：語学能力  イ：異文化ヘの適応能力  ウ：人脈形成能力  エ：その他 記 
 
 
７ 貴社（貴機関）が博士課程修了者に期待する資質は？ 

       多いに期待する まあまあ期待する 期待する 余り期待しない 全く期待しない 
ア：専門性      1       2       3       4         5  
イ：一般性      1       2       3       4         5 
ウ：国際性       1       2       3       4         5 

 エ：協調性        1       2       3       4         5   
オ：その他     1       2       3       4         5 
 

８ 貴社（貴機関）の職員は、社会人入学制度を利用して、博士の学位を取得することができますか？        

また、希望者はいますか？ 

 
  
９ 北大に新設される国際食資源学院（仮称）において貴社（貴機関）はどのような人材の育成が期待できる

と思いますか？  また、期待できる順番を示して下さい。 
 ア：研究型  イ：行政型  ウ：産業型  エ：国際協力型  オ：その他  
 
 
１０ 貴社（貴機関）は教育研究の一貫として国際食資源学院の学生を受け入れることができますか？        

どのような形態が可能ですか？ 

 
  
１１ 博士課程を修了した学生はどのような選考方法で貴社（貴機関）に採用されますか？ 
  
アンケートにご協力下さり有難うございました。 

北海道大学 担当者（        ） 
 

※ 本アンケートは，５年一貫制博士課程を構想していた際に実施したものであり，最終的な学院の内容とは

異なる部分がある。 
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